
休眠預金活用事業　支援対象活動計画書（詳細版）  【2024年度 支援対象団体】

団体基礎情報

団体名

ふりがな イッパンシャダンホウジンパンタナル

一般社団法人パンタナル

団体所在地

郵便番号 781-1102
住所 高知県土佐市高岡町乙 790-160

主な活動地域 高知県土佐市

外国ルーツ受益者を対象とした自団体の現在の活動と課題について  

団体による外国ルーツ支援活動の実績・成果
（400 字以内）

2022年4月から、市内の技能実習および特定技能の在留資格で滞在している外国人市民（以降、実習生たち）を主な
対象とし、かれらと地域住民との交流促進をはかる試みを実施してきた。その一部は、市の多文化共生プランの策定
や、実習生たちを主とする外国人市民対象の防災事業といった市の多文化共生事業を受託する形で展開されてい
る。また、2024年2月から、市の中心部にて「わくせい」という交流拠点を運用している。「わくせい」は、［①東南アジア
の食材販売・カフェ／②デザインスタジオ／③地域の交流スペース】という複数の機能をもつ施設で、現在は、市内在
住の実習生たちの出身国の東南アジアの食材の販売などをとおし、多様なルーツの人々が頻繁に通う場所になって
おり、定期的に開催される料理のイベントには、毎回 30人程度が集まる。その他、助成をうけて多文化共生をテーマと
したアートプロジェクトと、調査研究を実施している。

団体の外国ルーツ支援において課題だと感じていること（課題感が強いものから順に記載）

分野全体としての課題 課題 詳細

① 市民として迎え入れる態度
実習生たちは、企業や行政から労働力としてカウントされ、地域を構成する一員と
捉えられていない

② 地域住民の認識
なぜ外国人が増えているのか、どのような制度条件で滞在しているのか、広く認知
されておらず、そうしたことを知る機会も少ない。

③ 外国人市民のモチベーション
同じ国同士のコミュニティがそれぞれに存在し、そのなかだけで充足した生活が送
れることもあり、地域とつながる理由を見出せない。

活動地域の課題 課題 詳細

① 行政内のノウハウのなさ
これまで外国人へ行政サービスを届けてきた経験がなく、実習生たちをはじめとし
た外国人市民急増へ対処する術を持っていない

② 外国人材の都市部への流出

高知県は全国でも最低賃金が最も低いため、実習生たちにとって働く上では厳し
い環境にあり、事業者にとっては常に都市部への流出のリスクを抱えながら受け
入れることになる

③ 移動の困難さ
公共交通機関が脆弱で、移動方法の選択肢が少なく、自動車等の使用が難しい
実習生たちは、行動範囲が制限されてしまう。

活動支援プログラム参加について

団体の組織上・活動上の課題 * （400字以内）

市の事業や「わくせい」の運営を通して、これまで多文化共生の取り組みがなされてこなかった地域において、部分的にではあるが外国人市民と地域住民との関わりを
つくることができてきたという手応えはある。しかし、現状では以下が課題としてあげられる。
◎組織上の課題：全ての事業は、一般社団法人パンタナルを構成するスタッフ２名と常勤スタッフ 1名、非常勤スタッフ 1名で実行しているが、今展開されている事業の
規模を鑑みると人手は足りておらず、それぞれの事業の可能性を十分に活かしきれていないと考えている。しかし一方で、専属の常勤スタッフを雇用し続けるための収
益を十分に確保できていないという状況も同時にあり、そのあたりのバランスを計りかねているのが現状である。
◎活動上の課題：関係づくりにおける手応えはあるが、それを客観的に評価できる数値等に落とし込めていないため、外部とのネットワーク構築の際にそうした成果を
うまく活用できていない。

活動支援プログラムで受けたい支援内容

優先度 具体的なご要望があれば

1番目 組織運営支援
持続可能な組織体制と財政基盤構築のノウハウを学び、当団体に即した運営計
画をつくりたい。

2番目 社会的インパクト評価支援

当団体の事業の意義や効果を言語化、数値化するための考え方、具体的な方法
を学びたい。またそうした方法をとおして明示した評価を、ファンドレイズやネット
ワーキングに活用したい。

事業実施支援

広報・ファンドレイジング支援

つながりづくり支援

その他

活動支援プログラム終了後について

本活動支援プログラムへの参加から上記の想定を実現した場合の短期・中期・長期アウトカム（事業や団体の活動の成果）を記入してください。

短期アウトカム（成果）
事業計画が定まり、関連機関とのネットワークの構築が進むことで、事業の範囲と安定性が強化され、地域の外国人
市民にとってよりアクセスしやすい活動を展開できる

中期アウトカム（成果）
関わる人が増え、事業規模が拡大し、地域を越えて県内のより広範囲で支援が可能になり、これまで空白地域であっ
たエリアにまで支援が届くようになる

長期アウトカム（成果）
過疎地域における共生社会へ向けたスキームを展開することで、似た課題を抱える全国の他地域での支援事業をサ
ポートし、それぞれの場所で暮らす外国人市民が地域社会と関わりをもてるようになる。




